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レ
オ
・
シ

ユ
ト
ラ
ウ
ス
の
政
治
哲
学

寺

島

俊

穂

22

一二三四五

は
じ
め
に

政
治
哲
学
の
方
法

自
由
主
義
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
ク
ル
ス

自
然
概
念
の
哲
学
的
含
意

お
わ
り
に

一
　
は
じ
め
に

　
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
（
い
8
ω
ヰ
聾
器
一
八
九
九
ー
一
九
七
三
）
は
、
現
代
に
お
け
る
政
治
哲
学
復
権
の
主
唱
者
で
あ
る
．
彼
は
、
ド
イ
ツ

で
生
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
と
い
う
、
ア
レ
ン
ト
や
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
と
同
じ
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
い
る
．
ま
た
彼
は
、
ア
レ
ン
ト
と
同
じ

く
、
ユ
ダ
ヤ
出
自
で
あ
る
と
と
も
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
精
神
文
化
へ
の
造
詣
も
深
い
。
し
か
し
、
ア
レ
ン
ト
が
パ
ー
リ
ア
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ

人
の
隠
さ
れ
た
伝
統
を
掘
り
起
こ
し
た
の
に
対
し
、
彼
は
中
世
の
ユ
ダ
ヤ
系
哲
学
者
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
や
一
九
世
紀
の
ド
イ
ッ
の
ユ
ダ
ヤ

系
哲
学
者
、
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
エ
ン
ら
哲
学
的
・
神
学
的
ユ
ダ
ヤ
知
識
人
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ゥ
ス
と
ア
レ
ン
ト
は
、
個



レオ・シュトラウスの政治哲学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

人
的
に
も
反
目
し
合
っ
て
い
た
し
、
彼
ら
が
共
通
の
思
想
的
基
盤
に
立
っ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
．
と
は
い
え
、
彼
ら
に
共
通
し
て
い
る

の
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
の
古
典
に
回
帰
し
て
、
古
典
的
な
様
式
で
政
治
哲
学
の
復
権
、
あ
る
い
は
政
治
理
論
の
再
興
を
な
そ
う

と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
の
政
治
哲
学
は
何
か
新
し
い
実
践
的
地
平
を
切
り
拓
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
過
去
の
政
治
哲
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

解
釈
を
主
た
る
役
割
と
し
て
自
己
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
と
く
に
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
場
合
、
「
第
一
級
の
政
治
哲
学
史
家
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

（
ユ
ー
ジ
ン
・
F
・
ミ
ラ
ー
）
と
か
、
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
以
降
の
最
も
偉
大
な
政
治
の
教
育
者
」
（
H
・
V
・
ジ
ャ
フ
ァ
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
過
去
の
政
治
哲
学
の
再
解
釈
と
い
う
色
彩
が
強
い
．
た
し
か
に
彼
は
政
治
哲
学
史
家
と
し
て
第
一
級
の
著
作
を
数
多
く
残
し
て
お

り
、
彼
の
研
究
対
象
は
プ
ラ
ト
ン
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
ら
ギ
リ
シ
ア
の
古
典
か
ら
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
、
フ
ァ
ー
ラ
ー
ビ
ー
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
、

ス
ピ
ノ
ザ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ル
ソ
ー
、
バ
ー
ク
、
二
ー
チ
ェ
に
ま
で
及
ん
で
い
る
．
彼
の
本
領
は
、
ア
リ
ス
ト
バ
ネ
ス
、
ル
ク
テ

ィ
ア
ヌ
ス
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ュ
デ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ら
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
、
詩
人
、
歴
史
家
の
文
献
学
的
研
究
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

あ
る
が
、
彼
が
弟
子
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ク
ロ
プ
シ
ィ
と
編
集
し
た
『
政
治
哲
学
史
』
の
な
か
で
プ
ラ
ト
ン
、
パ
ド
ゥ
ア
の
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
、

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
を
担
当
し
て
い
る
よ
う
に
．
彼
は
、
実
際
古
代
か
ら
中
世
、
現
代
に
ま
で
わ
た
る
政
治
哲
学
者
の
著
作
の
意
義
を
明
ら
か

に
し
て
お
り
、
広
い
意
味
で
の
古
典
の
教
師
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　
し
か
し
、
政
治
哲
学
が
正
し
い
政
治
社
会
、
正
し
い
政
体
を
探
究
す
る
学
問
だ
と
し
た
ら
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
研
究
は
ど
の
よ
う
な
貢

献
を
な
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
自
身
、
政
治
哲
学
を
「
政
治
的
事
象
の
本
質
と
と
も
に
、
正
し
い
、
も
し
く
は
善
き
政
治
秩
序
を
真

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
知
ろ
う
と
す
る
試
み
」
と
規
定
し
て
い
る
の
だ
が
、
彼
自
身
の
政
治
哲
学
が
直
接
的
な
形
で
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
．
こ
の

こ
と
は
、
現
代
の
ほ
か
の
政
治
理
論
家
に
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
正
し
い
秩
序
の
探
究
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

を
力
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
哲
学
の
復
権
を
唱
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
．

　
も
ち
ろ
ん
政
治
哲
学
史
上
の
古
典
の
研
究
に
は
そ
れ
自
体
意
味
が
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
．
わ
れ
わ
れ
は
テ
ク
ス
ト
を
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読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
徳
感
や
正
義
に
対
す
る
感
受
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
古
典
の
教
師
た
る
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
に
と
っ
て
古
典
を
教
え
る
べ
き
相
手
を
も
つ
こ
と
は
本
質
的
な
こ
と
と
な
る
．
実
際
彼
は
、
学
派
と
も
呼
び
う
る
よ
う
な
門
下
生
を
も

ち
、
少
数
の
専
門
家
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
で
政
治
理
論
を
研
究
す
る
人
た
ち
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
．
そ
れ
は
、
彼
が
一
九
三

八
年
か
ら
四
九
年
ま
で
は
ニ
ュ
ー
・
ス
ク
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
サ
ー
チ
、
四
九
年
か
ら
六
八
年
ま
で
は
シ
カ
ゴ
大
学
と
い

う
東
部
の
大
学
や
大
学
院
で
教
鞭
を
と
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
．
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
研
究
教
育
環
境
は
、
ア
レ
ン
ト
が
一
九
六
七
年
に

ニ
ュ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
哲
学
教
授
に
任
命
さ
れ
る
ま
で
常
勤
の
大
学
教
員
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
が
ル
イ
ジ
ア
ナ
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

立
大
学
と
い
う
南
部
の
大
学
で
過
重
な
教
育
負
担
の
も
と
で
研
究
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
．

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
門
下
生
の
一
人
、
ア
ラ
ン
・
ブ
ル
ー
ム
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
読
解
こ
そ
が
現
代
の
精
神
的
退
落
に
抗
す
る
手
立
て
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

信
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
ん
に
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
っ
た
ら
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
政
治
哲
学
復
権
の
叫
び
は
、
懐
古
的
で

伝
統
主
義
的
な
内
容
し
か
も
た
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
議
論
が
近
代
自
由
主
義
に
批
判
的
な
の
は
確

か
で
あ
り
、
彼
が
そ
れ
に
代
わ
る
途
と
し
て
指
し
示
し
て
い
る
の
が
古
代
の
自
由
主
義
で
あ
り
、
彼
の
理
論
的
範
型
が
古
代
政
治
哲
学
に

あ
る
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
。
彼
は
．
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
現
れ
た
現
代
政
治
の
危
機
を
自
由
主
義
の
危
機
、
近
代
政
治
原
理
の
ジ
レ
ン
マ

と
し
て
捉
え
る
が
、
彼
は
そ
れ
を
超
え
る
原
理
と
し
て
古
代
の
公
共
的
徳
、
自
然
の
秩
序
を
打
ち
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
そ
の

際
彼
が
依
拠
し
て
い
る
の
は
、
自
然
権
“
自
然
的
正
義
の
理
法
で
あ
る
．
つ
ま
り
、
「
自
然
」
概
念
に
は
彼
自
身
の
政
治
哲
学
の
含
意
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
．
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
彼
の
自
然
概
念
を
中
心
に
、
彼
自
身
の
認
識
基
盤
を
解
明
し
、
古
典
古
代
を

理
論
範
型
に
す
る
こ
と
の
現
代
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
だ
が
、
ま
ず
は
そ
の
前
に
彼
が
政
治
哲
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問

だ
と
認
識
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
（
1
）
　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
ア
レ
ン
ト
の
個
人
的
反
目
に
つ
い
て
は
、
匡
ぎ
冨
些
属
。
茸
叩
卑
ま
罫
韻
§
蓉
討
卜
塊
§
§
、
、
ミ
き
竃
。
、
尋
恥
ミ
ミ
鼻

　
　
Z
①
毛
＝
薯
Φ
罠
属
巴
①
q
鼠
ぎ
邑
蔓
写
Φ
聲
這
c
。
9
質
O
o
。
参
照
．
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
レ
ソ
ト
の
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
対
す
る
反
目
は
一
九
三
〇
年

24
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代
に
遡
り
、
彼
の
と
っ
て
い
た
政
治
的
態
度
に
よ
る
．
つ
ま
り
、
ア
レ
ン
ト
が
ナ
チ
ズ
ム
の
拾
頭
を
契
機
に
シ
オ
ニ
ス
ト
に
接
近
し
た
の
に
対
し
、

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
こ
と
の
重
大
性
に
気
づ
か
ず
保
守
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
．
ま
た
、
ア
レ
ン
ト
は
私
信
の
な
か
で
「
カ
ー
ル
・
シ

　
ュ
ミ
ッ
ト
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
と
も
に
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
生
み
の
親
だ
」
と
書
い
て
い
る
（
国
導
召
げ
ト
お
づ
騨
ε
冒
即
韻
貰
9
0
導
。
毒
戸
》
轟
臣
茸
9

一
。
お
」
⇒
↓
ぎ
、
§
ミ
。
D
。
、
嵐
§
蓉
ぴ
≧
§
§
爵
Φ
冒
窪
ロ
義
菅
U
三
¢
喜
。
賄
夢
Φ
＝
げ
蚕
q
。
協
Q
。
農
誘
鉾
≦
即
ω
ま
⇒
讐
・
戸
O
●
0
3
切
。
図

8
b
．
8
置
o。
N
）
。

（
2
）
　
ユ
ー
ジ
ン
・
F
：
・
・
ラ
ー
著
、
藤
原
保
信
訳
「
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ー
政
治
哲
学
の
復
権
」
．
ク
レ
ス
ピ
ニ
イ
／
マ
イ
ノ
ウ
グ
編
『
現
代

　
の
政
治
哲
学
者
』
（
南
窓
社
、
一
九
七
七
年
）
所
収
、
九
五
頁
。

（
3
）
国
●
く
．
鼠
浮
層
↓
ぎ
q
§
§
融
§
。
。
。
、
肉
需
＆
§
究
国
G
。
G
。
§
。
。
き
、
。
ミ
普
匙
、
ミ
N
。
G
・
§
ぎ
ゆ
評
一
け
ぎ
。
国
①
”
醤
①
脳
。
ぎ
ω
閏
。
冥
ぎ
の
d
巳
＜
Φ
邑
蔓

　汐Φ

聲
這
胡
一
や
ω
（
≦
目
巨
。
話
国
Φ
＆
巴
一
に
依
拠
し
た
表
現
）
．

（
4
）
b
①
。
の
葺
き
器
鋼
呂
き
器
喜
9
。
冨
畠
（
a
塁
襲
旨
這
。
『
㌧
§
§
匙
、
ミ
試
§
ぎ
り
の
①
8
＆
壁
三
。
P
O
三
。
品
。
”
望
Φ
q
巳
＜
①
邑
蔓
。
暁

　〇三。

品
。
勺
冨
聲
お
お
’

（
5
）
い
①
。
幹
寅
墓
即
、
．
≦
富
け
駐
℃
。
一
憲
。
亀
℃
巨
。
の
。
冨
覧
．
、
汐
ミ
ぎ
肺
』
。
。
、
。
§
帖
§
、
ミ
執
。
。
。
§
ざ
秘
§
＆
○
罫
ミ
的
G
。
。
っ
冬
。
。
℃
O
窪
。
夷
。
”
曽
①

　
q
三
お
邑
ぐ
9
0
匡
3
磐
℃
村
Φ
聲
お
＄
℃
㍗
寅
以
下
本
書
は
ミ
㌍
＆
㌧
。
。
㌧
§
§
＆
、
ミ
蕊
§
ざ
菊
と
略
記
す
る
．

（
6
）
　
日
一
謎
留
＆
。
N
導
『
ぎ
ぎ
遷
§
蔚
§
霜
ミ
。
N
§
＆
§
卜
望
。
喚
馨
博
ミ
農
へ
厨
§
壕
＆
§
誉
登
ω
暮
9
閑
・
轟
Φ
”
い
。
巳
¢
一
き
塑
碧
暮
①
d
三
＜
①
琶
身

　
ギ
Φ
聲
召
』
㌣
虞
参
照
．

（
7
）
　
ア
ラ
ン
・
ブ
ル
ー
ム
著
、
菅
野
盾
樹
訳
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
イ
ン
ド
の
終
焉
』
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
八
年
）
、
四
二
一
頁
．

二
　
政
治
哲
学
の
方
法

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
現
代
に
お
け
る
政
治
哲
学
復
権
の
旗
手
と
さ
れ
る
の
は
、
彼
の
論
文
「
政
治
哲
学
と
は
何
か
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
．
彼
は
そ
の
な
か
で
実
証
主
義
と
歴
史
主
義
に
攻
撃
を
加
え
つ
つ
、
普
遍
的
な
規
範
を
求
め
る
学
と
し
て
の
政
治
哲
学
を
擁
護
し
て

い
る
．
彼
自
身
が
ど
の
よ
う
な
政
治
哲
学
を
構
築
し
う
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
政
治
哲
学
と
い
う
学
の
在
り
方
が
肯
定
さ
れ
て
い
る

25
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の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
政
治
哲
学
は
哲
学
の
一
部
門
だ
と
認
識
し
、
哲
学
は
「
本
質
的
に
真
理
の
所
有
で
は
な
く
、
真
理
の
探
究
」
だ
と

理
解
し
て
い
る
．
こ
れ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
知
の
探
究
と
し
て
の
哲
学
の
在
り
方
に
拠
っ
て
立
っ
て
い
る
が
、
彼
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
超
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

出
て
「
知
の
探
究
と
し
て
の
哲
学
は
、
普
遍
的
知
識
、
す
な
わ
ち
全
体
に
つ
い
て
の
知
識
の
探
究
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
．
つ
ま
り
、

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
場
合
全
体
に
つ
い
て
の
知
の
探
究
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
彼
が
哲
学
の
方
法
と
し
て
認
識
し
て
い
る
の
は
、
末
梢

的
、
表
面
的
な
問
題
に
答
え
る
の
で
は
な
く
、
基
本
的
、
根
本
的
な
問
題
に
答
え
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
「
最
高
の
事
物
に
つ
い
て
わ
れ

わ
れ
の
持
ち
う
る
最
小
の
認
識
と
い
え
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
が
最
小
の
事
物
に
つ
い
て
持
つ
と
こ
ろ
の
最
も
確
実
な
認
識
以
上
に
望
ま
し
い

も
の
で
あ
る
（
冒
一
三
目
q
ヨ
聾
＆
零
富
9
富
び
霞
一
号
8
讐
§
8
①
冨
匡
目
巴
け
一
。
・
巴
目
餌
議
B
q
邑
留
蚕
巨
一
5
①
9
ρ
舞
目
。
霞
募
ω
ぎ
即
8
讐
§
。
ρ
轟
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

富
げ
9
畦
号
邑
巳
鼠
の
冨
ゴ
。
。
）
」
と
い
う
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
こ
と
ば
（
『
神
学
大
全
』
第
一
巻
、
第
一
問
題
、
第
五
項
）
を
引
用
し
て
実
証
主
義

の
狭
隆
さ
を
暗
に
批
判
し
、
哲
学
の
方
法
的
優
位
を
主
張
し
て
い
る
。
政
治
哲
学
は
哲
学
の
一
部
門
な
の
だ
か
ら
、
政
治
社
会
全
体
の
認

識
、
政
治
に
つ
い
て
の
本
質
的
な
事
柄
の
認
識
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
「
政
治
哲
学
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

政
治
的
事
象
の
本
質
と
と
も
に
、
正
し
い
、
も
し
く
は
善
な
る
政
治
秩
序
を
真
に
知
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ゥ
ス
に
よ
れ
ば
、
政
治
哲
学
と
政
治
思
想
と
の
関
係
は
、
「
す
べ
て
の
政
治
哲
学
は
政
治
思
想
だ
が
、
す
べ
て
の
政
治
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

が
政
治
哲
学
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
前
者
は
後
者
に
包
含
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
。
政
治
思
想
は
政
治
的
基
本
条
件

に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
観
念
、
幻
想
を
も
含
み
、
そ
の
意
味
で
意
見
と
認
識
の
区
別
に
無
関
心
な
の
に
対
し
、
「
政
治
哲
学
は
政
治
的
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

本
条
件
に
関
す
る
意
見
を
そ
れ
ら
に
関
す
る
認
識
に
置
き
代
え
よ
う
と
す
る
自
覚
的
で
、
一
貫
し
た
、
惜
け
容
赦
の
な
い
努
力
で
あ
る
」

と
規
定
さ
れ
る
．
こ
の
意
見
と
認
識
の
区
別
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ド
ク
サ
（
3
惹
）
と
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
（
①
冨
薮
鼠
）
の
区
別
に
対
応
す
る
．

し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
々
の
政
治
的
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
の
表
明
と
し
て
の
政
治
思
想
は
、
政
治
に
関
す
る
普
遍
的
認
識
の
探
究
で
あ
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る
政
治
哲
学
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
政
治
哲
学
を
政
治
理
論
と
も
区
別
し
て
い
る
．
彼
は
、
政
治
理
論
を
「
広
範
な
政
策
の
提
案
に
つ
な
が
っ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

よ
う
な
、
政
治
状
況
に
関
す
る
包
括
的
な
省
察
」
と
規
定
し
て
い
る
．
つ
ま
り
、
一
般
の
人
び
と
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
原
則
を
打

ち
建
て
る
の
が
政
治
理
論
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
彼
は
、
政
治
理
論
の
例
と
し
て
ピ
ン
ス
ケ
ル
の
『
自
己
解
放
』
や
ヘ
ル
ツ
ル
の
『
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ダ
ヤ
人
国
家
』
を
あ
げ
、
政
治
哲
学
の
例
と
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
の
『
神
学
政
治
論
』
の
第
三
章
、
第
一
六
章
を
あ
げ
て
い
る
．
と
い
う
の
は

『
神
学
政
治
論
』
の
第
三
章
で
は
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
選
民
性
が
否
定
さ
れ
、
第
一
六
章
で
は
自
然
権
と
最
高
権
力
と
い
っ
た
政
治
社
会
の
原

理
的
間
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
書
が
普
遍
的
認
識
を
志
向
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．
し
か
し
、
彼
の
政
治
理
論
に
つ
い
て

の
理
解
は
や
や
狭
き
に
失
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
善
い
政
治
社
会
の
在
り
方
の
探
究
も
政
治
理
論
の
課
題
に
含
ま
れ
る
の
が
通
例
で
あ

り
、
政
治
理
論
と
政
治
哲
学
と
の
関
係
は
、
前
者
が
後
者
を
包
み
こ
む
よ
う
な
形
で
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
お
き
た
い
．
た
だ
、

政
治
理
論
の
場
合
、
科
学
的
政
治
理
論
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
両
義
的
な
概
念
だ
と
い
え
る
が
、
少
な
く
と
も
欧
米
で
政
治

理
論
と
い
う
場
合
、
規
範
的
・
価
値
的
政
治
理
論
を
も
含
ん
だ
概
念
だ
か
ら
で
あ
る
．

　
し
か
し
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
お
い
て
政
治
哲
学
と
の
区
別
が
最
も
問
題
に
な
る
の
は
、
政
治
学
（
旦
§
邑
置
窪
8
）
で
あ
る
。
た
だ
、
政

治
学
と
い
う
こ
と
ば
は
幅
広
く
、
政
治
理
論
や
政
治
哲
学
を
も
含
む
概
念
だ
が
、
こ
こ
で
は
政
治
科
学
、
す
な
わ
ち
科
学
的
政
治
学
の
意

味
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。
科
学
的
政
治
学
と
い
っ
た
場
合
、
方
法
的
に
は
自
然
科
学
的
方
法
を
援
用
し
て
、
政
治
的
事
象
の
法
則
性
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
に
よ
れ
ば
政
治
哲
学
と
は
両
立
し
え
な
い
．
科
学
的
政
治
学
は
、
意
図
せ
ず
政
治
哲
学
に
資
料

を
提
供
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
本
来
的
に
哲
学
的
で
は
な
く
、
科
学
が
神
学
的
・
哲
学
的
思
弁
を
駆
逐
し
て
始
ま
っ
た
よ
う
に
、
政
治

哲
学
に
敵
対
的
で
す
ら
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
政
治
哲
学
と
政
治
理
論
や
科
学
的
政
治
学
と
の
分
岐
線
と
し
て
認

識
し
て
い
る
の
は
、
前
者
が
「
こ
こ
と
今
」
．
現
在
こ
の
世
界
を
突
き
抜
け
た
認
識
を
求
め
て
い
る
点
に
お
い
て
で
あ
る
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
は
、
「
政
治
へ
の
哲
学
的
、
も
し
く
は
学
間
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
起
こ
り
う
る
の
は
、
こ
こ
と
今
が
印
照
の
中
心
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
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（
9
）

と
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
．

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
実
証
主
義
社
会
科
学
の
在
り
方
を
批
判
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
普
遍
性
志
向
の
欠
如
と
と
も
に
価
値
判
断
排
除
に

対
し
て
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
実
証
主
義
社
会
科
学
は
〈
価
値
自
由
〉
で
あ
る
か
、
〈
倫
理
的
に
中
立
〉
で
あ
る
．
つ
ま
り
、
善
と
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

と
が
い
か
に
理
解
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
善
と
悪
と
の
闘
い
に
お
い
て
中
立
で
あ
る
」
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
価
値
自
由
を
、
ウ
ェ
ー
バ
ー

が
自
覚
し
て
い
た
よ
う
に
自
分
の
信
奉
す
る
価
値
と
現
実
認
識
と
の
内
的
緊
張
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
価
値
意
識
の
希
薄
化
と
し
て
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

解
す
る
。
つ
ま
り
彼
は
、
「
道
徳
的
鈍
さ
が
科
学
的
分
析
の
必
要
条
件
で
あ
る
」
、
「
わ
れ
わ
れ
が
社
会
科
学
者
と
し
て
真
剣
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
わ
れ
わ
れ
は
自
ら
の
う
ち
に
い
か
な
る
目
標
へ
も
無
関
心
な
態
度
、
無
目
的
性
、
無
方
向
性
の
状
態
、
わ
れ
わ
れ
が
ニ
ヒ
リ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

ム
と
呼
ん
で
も
構
わ
な
い
よ
う
な
状
態
を
ま
す
ま
す
完
壁
な
ま
で
に
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
」
と
実
証
主
義
を
痛
烈
に
批
判
し
て

い
る
。
社
会
科
学
者
が
価
値
意
識
を
希
薄
化
す
る
こ
と
の
帰
結
は
、
研
究
者
自
身
が
現
状
肯
定
的
な
価
値
に
与
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
真
理
の
探
究
を
安
全
の
確
保
や
収
入
の
追
求
と
同
じ
価
値
の
レ
ベ
ル
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
科
学
者
自
身
、
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

分
の
安
全
、
収
入
、
威
信
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
以
外
の
な
ん
の
目
的
に
も
仕
え
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

　
た
し
か
に
、
社
会
科
学
者
が
現
象
の
分
析
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
価
値
に
対
し
て
鈍
感
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
彼
ら
の
価

値
自
由
が
現
状
肯
定
的
な
価
値
に
暗
に
荷
担
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
は
、
事
実
で
あ
ろ
う
。
社
会
科
学
者
が
価
値
に
対
し
て
鈍
感
に
な
っ

て
い
る
と
し
て
も
、
逆
に
政
治
思
想
研
究
者
も
テ
ク
ス
ト
の
文
献
学
的
解
釈
に
没
頭
し
、
現
実
に
対
す
る
対
応
は
鈍
く
な
っ
て
い
る
と
い

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
自
身
が
一
九
三
三
年
の
危
機
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
と
い
え
ば
、
対
応
の
遅
れ
は
否
定

す
べ
く
も
な
い
．
当
時
彼
は
、
『
政
治
的
な
も
の
の
概
念
』
の
著
者
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
交
流
し
、
自
由
主
義
を
批
判
す
る
思
想

的
基
盤
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
．
彼
は
、
知
識
人
は
善
き
社
会
の
探
究
を
欠
い
て
い
た
た
め
に
、
ナ
チ
ズ
ム
を
受
け
入
れ
、
歓
迎
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

ら
し
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
あ
と
知
恵
で
あ
り
、
当
時
か
ら
彼
が
ナ
チ
ス
に
迎
合
し
て
い
る
知
識
人
を
批
判
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
彼
自
身
が
ナ
チ
ス
に
抵
抗
し
た
わ
け
て
も
な
か
っ
た
．
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シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
自
身
が
実
際
に
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
別
に
し
て
、
彼
が
歴
史
主
義
を
批
判
す
る
の
は
、
そ
れ
が
普
遍
的
で
永
続
的
な
も

の
の
認
識
を
軽
蔑
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．
彼
に
よ
れ
ば
、
「
歴
史
主
義
は
、
社
会
や
人
間
の
思
想
の
本
質
的
に
歴
史
的
性
格
の
ゆ
え
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

善
き
社
会
の
問
い
、
す
な
わ
ち
善
き
社
会
一
般
に
つ
い
て
の
間
い
を
斥
け
る
．
善
き
社
会
の
問
い
を
立
て
る
本
質
的
必
要
は
な
い
」
．
歴

史
主
義
と
は
、
思
想
や
意
識
と
は
そ
の
時
々
の
歴
史
的
状
況
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
歴
史
主
義
者
は
そ
の
意

味
で
価
値
相
対
主
義
的
で
あ
る
。
歴
史
主
義
は
も
ち
ろ
ん
、
実
証
主
義
と
は
違
っ
て
、
事
実
と
価
値
と
の
区
別
を
放
棄
し
、
近
代
科
学
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

権
威
的
な
地
位
を
与
え
ず
、
歴
史
過
程
を
基
本
的
に
進
歩
す
る
も
の
と
は
見
な
か
っ
た
と
し
て
も
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
「
最
も

急
進
的
な
歴
史
主
義
者
〔
“
ハ
イ
デ
ガ
ー
　
　
引
用
者
〕
に
、
一
九
三
三
年
に
運
命
の
仕
業
と
し
て
、
国
民
が
最
も
賢
明
さ
と
節
度
と
を

欠
い
た
時
期
に
、
国
民
の
う
ち
の
最
も
賢
明
で
も
な
い
、
最
も
穏
健
で
も
な
い
人
び
と
の
判
定
に
屈
し
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
歓
迎
す
る
こ

と
を
許
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
永
続
的
な
も
の
へ
の
軽
蔑
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
の
大
事
件
は
、
も
し
そ
の
よ
う
な
証
明
が
必
要
だ

と
し
た
ら
、
人
間
は
善
き
社
会
の
問
い
を
棄
て
ら
れ
ぬ
こ
と
、
人
間
は
歴
史
や
ほ
か
の
自
分
自
身
の
理
性
以
外
の
な
ん
ら
か
の
力
に
身
を

委
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
問
い
に
答
え
る
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
む
し
ろ
証
明
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ

（
17
）う
」
と
述
べ
て
い
る
．

　
こ
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
政
治
哲
学
の
優
位
を
主
張
す
る
の
は
、
そ
れ
が
普
遍
的
で
永
遠
の
問
題
に
答
え
よ
う
と
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
逆
に
そ
の
よ
う
な
問
題
関
心
が
必
要
だ
と
考
え
る
か
ら
こ
そ
、
実
証
主
義
、
歴
史
主
義
を
政
治
哲
学
の
敵
対
者
と
認

識
す
る
の
で
あ
る
．
し
か
し
、
政
治
哲
学
を
学
ぶ
者
の
方
が
現
実
へ
の
実
践
的
価
値
を
研
ぎ
す
ま
せ
て
い
る
か
ど
う
か
は
ま
た
別
問
題
で

あ
る
。
哲
学
者
が
ナ
チ
ズ
ム
の
拾
頭
を
前
に
し
て
、
自
己
の
内
面
の
世
界
に
沈
潜
し
て
い
っ
た
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
高
揚
に

容
易
に
身
を
委
ね
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
え
た
の
で
あ
る
．
も
ち
ろ
ん
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
よ
う
に
、
ナ
チ
ズ
ム
に
組
織

的
に
抵
抗
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
．
し
た
が
っ
て
、
哲
学
者
一
般
が
実
践
的
関
心
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
こ
こ

で
は
哲
学
と
政
治
哲
学
を
分
け
て
考
え
、
社
会
哲
学
や
政
治
哲
学
に
お
い
て
は
時
代
へ
の
批
判
的
対
応
が
内
在
律
と
し
て
要
請
さ
れ
て
い
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る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
．

　
ま
た
、
政
治
哲
学
が
普
遍
的
で
永
遠
の
問
い
に
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
場
合
、
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
と
は
違
っ

て
神
を
人
間
存
在
の
基
盤
と
し
て
措
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
．
む
し
ろ
、
彼
は
宗
教
と
哲
学
を
対
立
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

彼
は
、
政
治
哲
学
を
「
神
の
啓
示
に
基
づ
く
政
治
的
教
義
」
を
意
味
す
る
政
治
神
学
と
区
別
し
、
「
政
治
哲
学
は
〔
神
の
〕
助
け
な
し
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

人
間
精
神
が
到
達
し
う
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
宗
教
と
哲
学
の
間
に
は
一
線
が
引
か
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
彼
は
、
「
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
と
ア
テ
ナ
イ
」
と
い
う
論
文
の
な
か
で
「
わ
れ
わ
れ
は
聖
書
の
知
恵
と
ギ
リ
シ
ア
の
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

恵
と
の
違
い
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
．
彼
は
そ
の
な
か
で
、
神
が
光
と
昼
と
夜
を
太
陽
よ
り
も
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

に
創
っ
た
と
い
う
創
世
記
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
な
ど
、
聖
書
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場
に
立
つ
。
彼
は
、
神
の
介
入
に
よ
る
政
治
秩
序
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
も
ぺ

形
成
と
哲
学
者
の
最
善
政
体
の
探
究
と
を
、
「
主
の
忠
実
な
僕
」
と
し
て
生
き
る
の
が
人
間
の
正
し
い
在
り
方
だ
と
す
る
預
言
者
の
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

と
知
恵
の
探
求
に
生
涯
を
捧
げ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
立
場
と
を
対
比
し
、
彼
自
身
は
、
知
恵
の
探
究
者
と
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
の
側
に
っ
い
て

（
2
3
）

い
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
、
政
治
哲
学
の
学
の
在
り
方
を
肯
定
し
、
政
治
哲
学
の
伝
統
そ
の
も
の
を
擁
護
し
て
い
る
の
は
、
政
治
哲
学
は
実
証

主
義
や
歴
史
主
義
と
は
違
っ
て
、
認
識
と
価
値
と
を
分
断
せ
ず
、
正
と
不
正
、
善
と
悪
に
つ
い
て
の
判
断
を
内
包
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
．

例
え
ば
、
古
典
的
政
治
哲
学
で
は
、
ど
の
政
体
が
最
善
の
政
体
か
と
い
う
間
い
が
立
て
ら
れ
て
い
た
．
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
善

い
市
民
と
い
う
の
は
善
い
政
体
に
依
存
し
て
い
る
の
に
対
し
、
善
い
人
間
は
ど
こ
で
も
同
じ
く
善
い
人
間
で
あ
る
．
つ
ま
り
、
「
ヒ
ト
ラ

ー
・
ド
イ
ッ
に
お
け
る
善
い
市
民
は
ほ
か
の
ど
こ
で
も
悪
い
市
民
と
な
る
だ
ろ
う
．
し
か
し
、
善
い
市
民
が
体
制
の
い
か
ん
に
よ
る
の
に

対
し
、
善
い
人
間
に
は
そ
の
よ
う
な
相
対
性
は
な
い
．
善
い
人
間
が
善
い
市
民
と
同
じ
な
の
は
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

つ
ま
り
、
最
善
政
体
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
」
．
こ
の
よ
う
に
古
典
的
政
治
哲
学
に
お
い
て
、
善
ぎ
政
体
の
探
究
が
重
要
視
さ
れ
た
の
は

人
間
は
共
同
体
の
な
か
で
生
き
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
人
間
の
在
り
方
の
探
究
と
政
治
社
会
の
在
り
方
の
探
究
と
は
分
か
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ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
．
近
代
の
政
治
哲
学
で
も
、
ル
ソ
ー
が
人
問
は
政
治
制
度
の
な
か
で
作
ら
れ
て
い
く
と
認
識
し
、
善
き
政
治

社
会
の
構
想
に
向
か
っ
た
よ
う
に
、
伝
統
的
に
政
治
哲
学
に
お
い
て
正
や
善
に
つ
い
て
の
存
在
判
断
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
判
断
を
下
す

こ
と
を
シ
ュ
ト
ラ
ゥ
ス
は
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
．

　
と
こ
ろ
で
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
『
迫
害
と
叙
述
の
技
法
』
の
な
か
で
政
治
哲
学
の
著
作
を
読
む
際
、
そ
れ
ら
が
多
か
れ
少
な
か
れ
迫
害

と
い
う
状
況
の
も
と
で
書
か
れ
た
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
思
想
が
秘
伝
的
な
叙
述
に
よ
っ
て
伝
え
て
い
る
こ
と
を
捉
え
ね
ば
な
ら

な
い
と
指
摘
し
て
い
る
．
こ
こ
で
迫
害
と
い
う
の
は
「
ス
ペ
イ
ン
の
異
端
審
問
に
例
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
最
も
残
酷
な
タ
イ
プ
か
ら
、
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
5
）

会
的
追
放
の
よ
う
な
最
も
穏
健
な
タ
イ
プ
ま
で
に
わ
た
る
多
種
多
様
な
現
象
」
を
い
い
、
紀
元
前
五
、
四
世
紀
の
ア
テ
ナ
イ
、
中
世
の
回

教
国
、
一
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ッ
と
い
っ
た
比
較
的
自
由
な
時
期
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た

　
　
　
　
（
2
6
）

現
象
で
あ
る
．
そ
し
て
、
「
迫
害
は
独
特
な
著
述
の
技
術
を
生
み
出
し
、
そ
れ
と
と
も
に
独
特
な
タ
イ
プ
の
文
献
を
生
み
出
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
決
定
的
な
事
柄
に
つ
い
て
の
真
理
が
も
っ
ぽ
ら
行
間
に
示
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
文
献
は
、
す
べ
て
の
読
者
に
で
は
な
く
、
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

頼
の
お
け
る
知
的
な
読
者
に
だ
け
向
け
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

　
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
の
指
摘
の
後
半
の
部
分
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
自
身
に
も
当
て
は
ま
る
．
ル
イ
ス
・
A
・
コ
ー
ザ
ー
は
、
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
の
議
論
は
複
雑
で
あ
り
、
「
し
た
が
っ
て
、
彼
が
広
い
範
囲
の
読
者
を
得
な
か
っ
た
の
も
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
．
し
か
し
、
彼
は

そ
れ
を
ほ
と
ん
ど
全
く
気
に
か
け
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
ほ
と
ん
ど
も
っ
ぽ
ら
エ
リ
ー
ト
に
向
け
て
訴
え
た
．
秘
伝
の
手
ほ
ど
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

を
受
け
た
も
の
の
サ
ー
ク
ル
で
彼
の
思
想
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
、
彼
が
本
当
に
重
視
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
先

に
引
用
し
た
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
文
章
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
通
例
で
あ
る
英
訳
も
付
け
ら
れ
ず
、
ラ
テ
ン
語
だ
け
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
、
彼
の
議
論
が
知
的
エ
リ
ー
ト
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
．
ま
た
、
シ
ャ
デ
ィ
ア
・
B
・
ド
ゥ
ル
リ
ー
が
、
「
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ト
ラ
ウ
ス
は
政
治
哲
学
者
は
つ
ね
に
自
分
の
真
の
思
想
を
隠
し
て
き
た
と
主
張
し
た
」
が
、
彼
自
身
も
自
分
の
思
想
を
隠
し
て
い
る
と
示

　
　
　
　
（
3
0
）

唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
指
摘
の
前
半
の
部
分
も
彼
自
身
に
も
当
て
は
ま
る
の
か
も
し
れ
な
い
．
彼
の
思
想
は
、
古
典
の
解
釈
を
と
お
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し
て
間
接
的
に
語
ら
れ
て
お
り
、
古
典
を
読
ん
で
い
な
い
者
に
と
っ
て
難
解
で
あ
る
ば
か
り
か
、
必
要
以
上
に
遠
回
し
に
表
現
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
．
し
た
が
っ
て
、
ド
ゥ
ル
リ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
自
身
の
思
想
は
彼
の
解
釈
の
構
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

物
の
な
か
に
〈
圧
縮
さ
れ
て
い
る
〉
」
の
だ
と
し
た
ら
、
彼
の
古
典
解
釈
の
な
か
か
ら
彼
の
思
想
的
真
意
を
捉
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
よ
う
。
そ
の
際
と
く
に
重
要
な
の
は
、
古
代
と
近
代
の
対
比
で
あ
る
。
彼
は
「
政
治
哲
学
と
は
何
か
」
の
な
か
で
も
古
代
と
近
代
の
政

治
哲
学
を
対
比
し
て
、
古
代
の
解
決
を
優
位
に
お
い
て
い
る
よ
う
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
政
治
哲
学
が
彼
の
思
想
的
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

そ
れ
は
、
彼
が
現
代
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
克
服
す
る
た
め
に
古
典
古
代
へ
の
回
路
を
取
っ
た
た
め
で
あ
る
。
も
し
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
著
作
が

た
ん
に
古
典
の
解
釈
と
政
治
哲
学
の
唱
導
以
上
の
も
の
を
意
味
す
る
の
だ
と
し
た
ら
、
古
代
ー
近
代
の
対
比
と
い
う
枠
組
の
な
か
で
彼
自

身
の
政
治
哲
学
の
態
様
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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き
軌
鮮

r
①
。
の
貫
磐
器
℃
．
、
『
Φ
峯
毘
Φ
目
彗
山
》
爵
①
鐸
ω
。
墓
ぎ
霞
。
量
g
。
蔓
閃
魯
①
＆
。
暴
、
、
q
§
§
§
ミ
撃
く
。
一
」
G。
（
『
毒
①
一
。
①
刈
）
も
・
“
9

き
§
｝
質
鳶
参
照
。

き
轟
）
や
零
参
照
．

き
量
一
層
3
参
照
。

ミ
詳
ミ
旨
勺
。
§
＆
巳
㌧
ミ
胸
。
。
。
。
冨
篤
P
ω
㎝
。

■
①
。
の
霞
程
聲
、
ミ
。
。
8
ミ
軌
§
§
9
簿
Q
卜
§
。
、
ミ
§
帖
ε
℃
○
匡
。
謎
。
”
醤
Φ
q
巳
く
。
琶
蔓
。
｛
O
毎
轟
。
写
Φ
鋒
お
。。
o
。
も
鼻
ω
P

ま
鐘
一
り
ω
ω
参
照
．

き
＆
こ
b
。
謡
・

ル
イ
ス
・
A
・
コ
ー
ザ
ー
著
、
荒
川
幾
男
訳
『
亡
命
知
識
人
と
ア
メ
リ
カ
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
、
二
二
九
頁
。

警
区
宣
ω
・
穿
ξ
ざ
『
ぎ
、
。
§
帆
§
疑
農
。
。
、
卜
8
0
Q
壁
§
。
。
鉾
国
。
彗
山
巨
一
舅
竃
騨
§
目
導
零
Φ
・
9
一
〇
〇。
o
。
ゆ
b
9
㎝
■

き
藁
｝
層
①
参
照
。

き
画
評
ワ
oo’

国
①
目
①
昌
ダ
U
①
暮
ψ
魯
導
α
≦
葺
霞
の
。
蔚
ぴ
冒
ぴ
3
身
9
一
8
宮
『
ぎ
q
嵐
。
。
詠
。
、
ト
ま
ミ
匙
b
§
8
馨
§
』
硫
讐
§
。
。
。
っ
画
§
、
ミ
。
。
醤
。
畿
奉

網
。
詩
”
の
鼠
♂
q
三
ぎ
邑
身
9
Z
Φ
妻
属
。
詩
零
①
聲
這
c
。
S
p
U
参
照
．

　
　
　
　
三
　
自
由
主
義
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
ク
ル
ス

　
　
　
　
　
政
治
哲
学
と
は
ひ
と
つ
に
は
正
し
い
政
治
秩
序
の
在
り
方
を
問
う
学
問
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
彼
自
身
の
場
合

33



法学研究64巻3号（’91：3）

自
由
主
義
を
め
ぐ
っ
て
政
治
秩
序
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
．
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
現
代
の
自
由
主
義
的
民
主
主
義
の
政
治
体
制
を
そ

の
ま
ま
肯
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
代
の
自
由
主
義
の
間
題
性
の
認
識
か
ら
古
代
へ
の
回
路
を
見
い
だ
し
た
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
『
政
治
的
な
も
の
の
概
念
』
に
つ
い
て
の
書
評
論
文
か
ら
『
自
由

主
義
－
古
代
と
近
代
』
に
い
た
る
ま
で
自
由
主
義
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、
彼
の
問
題
関
心
は
、
近
代
の
自
由
主
義
を
批
判
し
、
自
由

主
義
を
古
代
的
な
様
式
で
再
生
さ
せ
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
一
九
三
二
年
に
発
表
し
た
「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
『
政
治
的
な
も
の
の
概
念
』
へ
の
注
釈
」
の
な
か
で
、
シ

ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
を
自
由
主
義
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
当
時
の
ワ
イ
マ
ー
ル
民
主
主
義
の
崩
壊
と

い
う
時
代
状
況
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
の
な
か
か
ら
自
由
主
義
の
問
題
性
を
つ
か
ん
で
い
く
．
彼
は
、
「
シ

ュ
ミ
ッ
ト
の
課
題
は
自
由
主
義
の
失
敗
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
失
敗
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
．
自
由
主

義
は
政
治
的
な
も
の
を
否
定
し
た
。
し
か
し
、
自
由
主
義
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
的
な
も
の
を
抹
消
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

蔽
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
．
そ
の
結
果
、
反
政
治
的
な
こ
と
ば
を
用
い
て
ー
政
治
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
自
由
主
義
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
た
政
治
的
な
も
の
に
正
当
な
光
を
当
て
る
こ
と
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
課
題
に
な
る
わ
け
で
あ

る
。　

で
は
、
自
由
主
義
が
政
治
的
な
も
の
を
否
定
し
た
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
な
の
か
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
「
中
立
化

と
脱
政
治
化
」
が
現
代
の
特
徴
で
あ
り
、
「
脱
政
治
化
は
近
代
の
発
展
の
偶
然
の
、
も
し
く
は
必
然
的
な
結
果
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
根
源
的
で
固
有
の
目
標
で
も
あ
る
．
そ
し
て
、
近
代
精
神
が
最
大
の
力
を
得
た
運
動
で
あ
る
自
由
主
義
は
ま
さ
し
く
政
治
的
な
も
の

　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
否
定
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
」
と
認
識
し
て
い
る
。
自
由
主
義
が
政
治
的
な
も
の
を
否
定
し
た
と
い
う
の
は
私
的
な
も
の
の
重
視

に
よ
る
の
だ
が
、
自
由
主
義
は
政
治
的
な
も
の
を
排
除
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
国
家
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
．
そ
の
結
果
、

社
会
、
す
な
わ
ち
人
間
の
実
存
領
域
か
ら
政
治
が
追
い
払
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
．
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と
こ
ろ
で
、
政
治
的
な
も
の
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
周
知
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
場
合
、
友
敵
概
念
に
集
約
さ
れ
る
．
つ
ま
り
、

政
治
的
な
も
の
が
明
瞭
な
形
で
現
れ
る
の
は
、
敵
を
敵
と
し
て
認
識
す
る
と
き
で
あ
る
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
観
を

ホ
ッ
ブ
ズ
の
自
然
状
態
論
と
対
比
し
て
い
る
．
ホ
ッ
ブ
ズ
の
「
万
人
の
万
人
に
対
す
る
闘
争
」
と
い
う
自
然
状
態
は
、
個
人
間
の
闘
争
で

あ
る
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
友
敵
概
念
は
集
団
間
、
と
り
わ
け
民
族
間
の
闘
争
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
そ
の
違
い
が
見
い
だ
さ
れ
る
．
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
そ
の
違
い
を
自
然
状
態
観
の
違
い
か
ら
導
き
出
し
、
「
ホ
ッ
ブ
ズ
に
と
っ
て
自
然
状
態
に
お
い
て
各
人
は
互
い
に
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
誰
に
対
し
て
も
敵
で
あ
る
が
、
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
行
為
は
味
方
と
敵
と
の
識
別
に
向
け
ら
れ
て
い
る
．
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
違
い
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
．
ホ
ッ
ブ
ズ
の
自
然
状
態
の
規
定
は
、
批
判
的
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
然
状
態
が
万
人
の

万
人
に
対
す
る
戦
争
状
態
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
自
然
状
態
の
放
棄
を
動
機
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
状
態
、
す
な
わ
ち
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
も
の
の
否
定
に
対
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
政
治
的
な
も
の
の
肯
定
を
対
置
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
「
自
由
主
義
の
創
始
者
」
で
あ
り
、
彼
は
剥
き
出
し
の
生
の
確
保
に
す
べ
て
の
自
然
権
を
基

礎
づ
け
て
い
る
．
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
生
命
維
持
と
い
う
自
然
状
態
に
お
け
る
人
間
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
強
大
な
国
家
を
想
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
自
然
状
態
に
見
ら
れ
た
政
治
的
な
人
間
の
実
存
性
は
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
．
一
方
、
シ
ュ
、
・
・
ッ
ト
は
自
由
主
義
に

よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
政
治
的
な
も
の
の
復
権
を
目
指
そ
う
と
す
る
。
「
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
政
治
的
な
も
の
が
人
間
生
活
の
根
本
的
性
格
と

い
わ
れ
る
な
ら
ば
、
言
い
換
え
れ
ば
、
人
間
が
政
治
的
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
と
い
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
人
間
は
政
治
的
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
場
合
、
人
間
的
（
言
匿
導
）
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
と
も
い
い
う
る
。
」
つ
ま
り
、

政
治
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
人
間
の
本
質
的
表
徴
で
あ
り
、
政
治
的
な
も
の
の
廃
絶
は
こ
れ
ま
で
い
か
な
る
方
法
で
も
な
し
え
な
か
っ

た
し
、
未
来
に
お
い
て
も
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
批
判
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
自
由
主
義
批
判
を
徹
底
し
え
な
か
っ
た
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
．
彼
は
「
政

治
的
な
も
の
の
肯
定
は
自
然
状
態
の
肯
定
で
あ
る
．
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
自
然
状
態
の
否
定
に
自
然
状
態
の
肯
定
を
対
置
さ
せ
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（
6
）

る
。
自
然
状
態
は
戦
争
状
態
（
器
9
ω
ぴ
Φ
包
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
点
は
評
価
す
る
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
的
な
も
の
の
肯
定
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

自
由
主
義
批
判
の
第
一
歩
で
あ
り
、
「
そ
れ
は
自
由
主
義
へ
の
根
底
的
批
判
を
用
意
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
シ
ュ
、
・
・
ッ

ト
の
自
由
主
義
批
判
は
自
由
主
義
の
地
平
で
な
さ
れ
、
彼
の
非
自
由
主
義
的
傾
向
は
、
こ
れ
ま
で
ま
だ
克
服
さ
れ
て
い
な
い
〈
自
由
主
義

的
な
思
考
体
系
〉
に
よ
っ
て
押
し
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
自
由
主
義
批
判
は
、
自
由
主
義
を
超
え
る

地
平
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
場
合
に
の
み
達
成
さ
れ
う
る
．
そ
の
よ
う
な
地
平
の
な
か
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
自
由
主
義
の
土
台
を
築
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

た
．
そ
れ
ゆ
え
自
由
主
義
へ
の
徹
底
し
た
批
判
は
、
適
切
な
ホ
ッ
ブ
ズ
理
解
の
も
と
で
の
み
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
そ
の
四
年
後
の
一
九
三
六
年
に
『
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
哲
学
』
を
著
し
て
い
る
．
し
か
し
、
こ
の
な
か
で
は
ホ
ッ
ブ

ズ
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
哲
学
の
形
成
が
文
献
学
的
に
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
．
こ
の
な
か

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
ホ
ッ
ブ
ズ
の
道
徳
哲
学
の
基
礎
を
「
暴
力
に
よ
る
死
の
恐
怖
（
ま
畦
9
＜
巨
。
暮
留
彗
げ
）
」
に
求

め
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
こ
に
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
的
投
影
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
は
、
「
苦
悶
に
満
ち
た
死
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
ほ
か
の
人
び
と
の
手
に
よ
っ
て
人
間
を
脅
か
す
暴
力
に
よ
る
死
が
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

及
す
る
に
値
す
る
と
考
え
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
た
ん
な
る
死
で
は
な
く
暴
力
に
よ
る
死
が
ホ
ッ
ブ
ズ
を
政
治
哲
学
へ
と
向

か
わ
し
め
た
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

　
と
こ
ろ
で
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
哲
学
の
特
徴
の
一
つ
は
「
国
家
に
対
す
る
個
人
の
絶
対
的
優
位
」
に
あ
り
、
そ
の
根
底
に
は
個
人
の
生

命
維
持
を
優
先
さ
せ
る
彼
の
道
徳
哲
学
が
あ
る
．
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
生
命
維
持
を
肯
定
し
、
死
を
免
れ
る
こ
と
を
最
優
先
す
る
と
い
う
価
値

的
基
盤
の
上
で
自
然
状
態
か
ら
脱
却
の
必
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
り
、
彼
の
道
徳
的
基
礎
は
ぎ
わ
め
て
世
俗
的
で
あ
る
．
し
か
も
彼
は
、

個
人
の
生
存
を
強
大
な
主
権
に
よ
っ
て
確
保
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
本
質
的
契
機
で
あ
る
政
治
的
な
る
も
の
を
国
家
に

吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
こ
の
著
に
お
い
て
ホ
ッ
ブ
ズ
を
自
由
主
義
の
創
始
者
の
み
な
ら
ず
、
「
近
代
政
治
哲
学
の
創
設
者
」
と
捉
え
て
い
る
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の
は
、
彼
が
道
徳
と
政
治
の
基
礎
を
自
然
法
で
は
な
く
、
自
然
権
に
求
め
た
か
ら
で
あ
る
．
そ
し
て
彼
は
、
こ
の
作
品
の
終
章
で
ホ
ヅ
ブ

ズ
の
政
治
哲
学
と
古
代
の
政
治
哲
学
と
を
対
比
し
て
い
る
．
彼
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
思
想
は
法
か
ら
出
発
し
た
の
に
対
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

の
政
治
哲
学
は
「
自
然
の
権
利
」
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
た
ん
に
自
然
権
か
ら
自
然
法
を
導
き
出
し
た
の
み
な
ら
ず
、
主
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の
観
念
が
国
家
の
理
論
の
根
源
に
あ
る
と
認
識
し
た
点
で
画
期
を
な
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
古
代
政
治
哲
学
に
は
主
権
の
概
念
が
な

く
、
誰
が
支
配
す
べ
き
か
と
い
う
問
い
に
は
ま
ず
も
っ
て
法
が
支
配
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
、
自
然

権
の
設
定
と
主
権
の
観
念
は
関
連
し
て
お
り
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
場
合
「
暴
力
に
よ
る
死
」
を
免
れ
る
と
い
う
情
念
が
根
底
に
あ
っ
た
．
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
艮
）

し
シ
ュ
ト
ラ
ゥ
ス
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
お
い
て
自
然
権
が
「
（
個
人
の
）
正
当
化
さ
れ
た
要
求
」
で
あ
る
よ
う
に
、
正

義
に
つ
い
て
の
客
観
的
、
共
通
の
基
準
を
求
め
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．

　
と
こ
ろ
で
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
近
代
の
自
由
主
義
に
批
判
的
な
の
は
、
そ
れ
が
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
解
決
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
．
ユ
ダ

ヤ
人
で
あ
る
彼
が
若
い
時
代
を
過
ご
し
た
、
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
は
自
由
民
主
主
義
体
制
で
あ
っ
た
．
自
由
主
義
が
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
解
決

で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
自
由
主
義
政
治
体
制
は
人
が
ど
の
よ
う
な
思
想
を
も
と
う
と
、
個
人
の
内
面
に
は
踏
み
込
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ナ
チ
ズ
ム
の
勝
利
を
自
由
主
義
体
制
が
も
た
ら
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
の
弱
さ
は
自
由
主
義
が

ド
イ
ッ
に
根
づ
い
て
い
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
．
つ
ま
り
、
こ
の
自
由
主
義
の
弱
点
を
克
服
す
る
に
は
市
民
的
道
徳
、
公
共
的
徳
が
必
要
だ

が
、
ド
イ
ッ
は
そ
の
よ
う
な
条
件
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
「
自
由
主
義
的
民
主
主
義
に
よ
れ
ば
、
社
会
の
絆
は
普
遍
的
な
人
問
の
道
徳
で
あ
り
、
一
方
宗
教
（
実
定
宗
教
）
は

私
的
な
事
柄
で
あ
る
．
中
世
に
お
い
て
は
宗
教
、
す
な
わ
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
が
社
会
の
絆
だ
っ
た
。
中
世
の
最
も
特
徴
的
な

行
為
は
十
字
軍
で
あ
り
、
そ
れ
が
最
終
的
に
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
全
住
民
の
殺
害
に
至
っ
た
の
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
．
ド
イ
ッ
の
ユ
ダ
ヤ

人
は
自
ら
の
解
放
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
そ
の
影
響
に
負
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
よ
っ
て
初
め
て
政
治
的
権
利
を
与

え
ら
れ
た
．
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
殺
人
的
な
憎
悪
以
外
の
な
ん
ら
明
確
な
原
則
を
も
た
な
い
唯
一
の
ド
イ
ッ
の
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体
制
、
か
つ
て
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
体
制
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
〈
ア
ー
リ
ア
人
〉
は
〈
非
ユ
ダ
ヤ
人
〉
以
外
に
は
何
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

明
確
な
意
味
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
．
自
由
主
義
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
せ
い
ぜ
い
法
的
平
等
を
保
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
ぐ
ら
い
で
、
社
会
的
平
等
を
保
障
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
原
理
的
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
差
別
を
喰
い

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
一
九
世
紀
末
に
起
こ
っ
た
政
治
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
自
由
主
義
の
失
敗
か
ら
生
じ
た
運
動
だ
が
、
そ
れ
も
ユ
ダ
ヤ
人
問
題

を
解
決
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
．
つ
ま
り
そ
れ
は
、
ピ
ン
ス
ケ
ル
の
『
自
力
解
放
』
と
ヘ
ル
ツ
ル
の
『
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
』
に
よ
っ
て
提
唱

さ
れ
た
立
場
だ
が
、
「
ピ
ン
ス
ケ
ル
と
ヘ
ル
ツ
ル
は
自
由
主
義
的
解
決
の
失
敗
か
ら
出
発
し
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
自
由
主
義
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

て
み
な
さ
れ
始
め
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
た
ん
に
人
間
の
問
題
と
し
て
解
決
し
う
る
と
み
な
し
続
け
た
」
。
そ
れ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
威
厳
、
名
誉
、
誇
り
」
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
い
う
運
動
だ
が
、
そ
れ
が
実
効
力
を
も
つ
に
は
文
化
的
シ
オ
ニ

ズ
ム
と
結
び
つ
か
ざ
る
を
え
ず
、
文
化
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
宗
教
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
つ
な
が
ら
ざ
る
を
え
な
い
．
そ
れ
は
、
世
界
に
離
散
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

た
ユ
ダ
ヤ
人
の
状
態
の
終
焉
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
世
界
離
散
の
一
部
」
を
形
成
す
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
「
有
限
な
、
相
対
的
な

問
題
は
解
決
さ
れ
う
る
が
、
際
限
の
な
い
、
絶
対
的
な
問
題
は
解
決
さ
れ
え
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
人
間
は
矛
盾
の
な
い
社
会
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
を
根
底
的
に
解
決
し
う
る
か
と
い
う
と
、
シ
ュ
ト
ラ
ゥ
ス
は
ス
ピ
ノ
ザ
に
立
ち
戻
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

方
途
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
は
、
ス
ピ
ノ
ザ
を
「
民
主
主
義
者
で
も
自
由
主
義
者
で
も
あ
っ
た
最
初
の
哲
学
者
」
と
形
容
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
と
ユ
ダ
ヤ
教
を
、
そ
れ
ら
が
自
ら
の
神
を
人
類
の
神
と
し
て
い
る
点
で
批
判
し
て
、
新
し
い
宗
教
意
識
に

基
づ
く
社
会
を
構
想
し
た
か
ら
で
あ
る
．
「
ス
ピ
ノ
ザ
が
神
学
政
治
論
を
書
い
た
と
き
思
い
抱
い
て
い
た
自
由
主
義
社
会
は
、
ユ
ダ
ヤ
教

徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
等
し
く
そ
の
一
員
と
な
り
う
る
、
す
な
わ
ち
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
平
等
な
一
員
と
な
り
う
る
社
会
で

　
（
2
2
）

あ
る
。
」
若
い
時
代
の
彼
が
ス
ピ
ノ
ザ
を
評
価
し
た
の
は
、
近
代
の
思
想
家
と
し
て
彼
が
す
べ
て
の
人
間
の
平
等
な
る
自
然
権
を
主
張
し
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た
か
ら
で
あ
り
、
の
ち
に
「
こ
の
研
究
は
、
強
力
な
偏
見
を
後
ろ
盾
に
、
近
代
以
前
の
哲
学
へ
の
回
帰
ば
不
可
能
だ
と
い
う
前
提
に
基
づ

　
　
（
2
3
）

い
て
い
た
」
と
自
己
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
古
典
古
代
の
合
理
主
義
や
ユ
ダ
ヤ
中
世
の
合
理
主
義
の
観
点
か
ら
自
由
主
義
を
再

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
そ
の
後
の
関
心
が
移
っ
て
い
っ
た
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
こ
う
し
て
近
代
か
ら
古
代
へ
と
回
帰
し
て
、
古
典
的
自
由
主
義
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
．
彼
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

占
典
的
政
治
哲
学
は
こ
と
ば
の
原
義
に
お
い
て
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
．
「
リ
ベ
ラ
ル
と
い
う
の
は
、
奴
隷
と
は
区
別
さ
れ
る
自
由
人
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

よ
う
に
振
る
舞
っ
た
人
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
そ
れ
は
、
富
を
惜
し
み
な
く
使
う
徳
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
明
示
し
た

よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
富
を
誇
り
に
し
、
そ
れ
ゆ
え
富
の
奴
隷
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
一
般
教
養
に
は
そ
れ
自
体
で
選
択
の
価

　
　
（
2
6
）

値
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
が
自
由
人
で
あ
る
．
「
彼
は
肉
体
の
財
よ
り
精
神
の
財
を
好
む
．
し
た
が
っ
て
、
物
惜
し
み
し
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

と
（
ま
①
邑
一
昌
）
は
、
人
間
的
卓
越
と
か
名
誉
と
か
品
位
と
か
の
名
称
と
い
わ
な
い
ま
で
も
、
唯
一
無
二
の
側
面
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
．

「
自
由
人
は
、
気
品
の
あ
る
魂
を
尊
重
す
る
人
び
と
の
こ
と
で
あ
り
、
専
制
君
主
や
主
人
に
は
な
り
え
ず
、
ほ
と
ん
ど
実
際
的
な
理
由
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

共
和
主
義
者
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
リ
ベ
ラ
ル
と
い
う
こ
と
ば
が
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
こ
の
よ
う
な
原
義
と
は
正
反
対
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
。
原
義
は
常
識
の
な
か
か
ら
も
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
．
近
代
の
自
由
主
義
は
、
自
由
を

強
制
の
制
限
と
見
、
権
威
よ
り
も
自
由
に
強
調
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
プ
ラ
ト
ン
も
リ
ベ
ラ
ル
な
思
想
家
で

は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
こ
の
よ
う
な
近
代
の
自
由
主
義
に
対
置
さ
せ
て
い
る
の
が
、
古
典
的
自
由
主
義
で
あ

り
、
そ
こ
で
は
自
由
は
精
神
の
卓
越
性
と
結
び
つ
い
て
い
た
．
つ
ま
り
、
彼
は
古
典
的
自
由
主
義
を
、
近
代
の
自
由
主
義
、
す
な
わ
ち

「
〈
た
ん
に
生
き
る
こ
と
、
つ
ま
り
安
全
に
幸
福
に
生
き
る
こ
と
、
そ
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
統
制
さ
れ
な
い
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
）

人
問
の
単
純
だ
が
、
最
高
の
目
標
で
あ
る
〉
と
主
張
し
、
質
や
卓
越
や
徳
を
忘
れ
て
い
る
倒
錯
し
た
自
由
主
義
」
に
対
置
さ
せ
る
の
で
あ

る
。
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四
　
自
然
概
念
の
哲
学
的
含
意

レォ・シュトラウスの政治哲学

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
政
治
哲
学
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
「
自
然
」
概
念
で
あ
る
。
彼
は
、
主
著
『
自
然
権
と
歴
史
』
の
な
か
で
自
然
権
”

自
然
的
正
義
（
暴
言
同
巴
エ
讐
け
）
が
政
治
哲
学
の
歴
史
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
解
釈
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
古
代
と

近
代
の
政
治
哲
学
が
対
置
さ
れ
、
古
代
的
な
意
味
で
の
自
然
権
へ
の
回
帰
が
示
さ
れ
て
い
る
．
そ
れ
ゆ
え
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
自
然
権
理

解
を
と
お
し
て
彼
の
政
治
哲
学
の
眼
目
を
明
ら
か
に
し
て
お
ぎ
た
い
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
こ
の
著
書
の
な
か
で
も
社
会
科
学
に
お
け
る
実
証
主
義
と
歴
史
主
義
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
政
治
哲
学
に
お
い
て
不

可
分
で
あ
っ
た
事
実
認
識
と
価
値
判
断
と
が
分
断
さ
れ
、
普
遍
的
判
断
基
準
へ
の
問
い
が
沈
黙
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
「
政
治
哲
学
と
は
何
か
」
と
同
一
線
上
に
あ
る
が
、
ウ
ェ
1
バ
ー
批
判
は
こ
こ
で
は
よ
り
詳
細
に
展
開
さ
れ

て
い
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
看
破
し
て
い
る
の
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
社
会
科
学
の
価
値
中
立
性
を
主
張
し
た
の
は
、
「
存
在
と
当
為
の
根

本
的
対
立
を
信
じ
て
い
た
こ
と
に
そ
の
本
当
の
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
当
為
に
つ
い
て
の
真
正
な
知
識
な
ど
あ
り
え
な
い
と
彼
が
信
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（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

じ
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
る
」
。
彼
は
、
ウ
ェ
ー
パ
ー
の
主
張
は
、
た
と
え
「
高
貴
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
だ
と
し
て
も
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
っ

な
が
る
と
批
判
し
、
自
ら
は
価
値
の
問
題
に
普
遍
的
な
基
準
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
．

　
そ
の
際
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
依
拠
し
て
い
る
の
が
「
自
然
」
概
念
で
あ
る
。
彼
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
自
然
権
U
自
然
的
正
義
の
観
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

だ
が
、
彼
は
「
自
然
権
の
観
念
は
、
自
然
の
観
念
を
知
ら
な
い
限
り
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
の
淵
源
を
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
観
念
に
求
め
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
自
然
の
発
見
は
哲
学
の
仕
事
で
あ
る
」
．
と
い
う
の
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
聖
書
に
は
自
然
に
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
る
語
は
見
い
だ
せ
ず
、
第
一
存
在
に
つ
い
て
の
哲
学
的
探
究
に
は
そ
れ
が
あ
り
、
自
然
は
「
す
べ
て
の
先
祖
の
先
祖
、
す
べ
て
の
母
の

（
6
）母
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
自
然
が
普
遍
性
を
も
つ
の
は
、
変
化
せ
ず
に
存
在
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
も
し
何
か
永
遠
不
変
の
も
の
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、

明
瞭
な
変
化
と
い
う
も
の
も
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
し
、
明
ら
か
に
偶
然
的
な
存
在
者
は
、
何
か
必
然
的
で
し
た
が
っ
て
永
遠
的
な
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

存
在
を
必
要
と
す
る
」
。
す
べ
て
の
事
物
の
変
化
は
、
自
然
と
い
う
不
変
の
存
在
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
自
然
が
最
初
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ゥ
ス
は
、
「
恒
常
的
な
ら
ざ
る
存
在
者
は
、
恒
常
的
な
存
在
者
に
比
べ
て
一
段
と
真
実
な
ら
ざ
る
存
在
者
で
あ

（
8
）る
」
と
述
べ
、
自
然
を
事
象
の
不
変
的
で
必
然
的
な
基
盤
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
不
変
的
で
必
然
的
な
も
の
の
象
徴
と
し
て
自
然

を
理
解
し
、
政
治
哲
学
が
求
め
る
べ
ぎ
普
遍
的
判
断
基
準
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ト
ー
ト
・
ジ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
た
し

か
に
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
場
合
、
現
在
こ
の
世
界
を
超
え
た
普
遍
的
な
認
識
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
意
図
を
自
然
概
念
に
託
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
ピ
ュ
シ
ス
（
自
然
）
と
ノ
モ
ス
（
慣
習
）
の
区
別
が
生
じ
た
の
は
、
自
然
の
観
念
が
発
見
さ
れ

た
と
ぎ
で
あ
る
．
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
哲
学
に
見
ら
れ
た
の
は
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
法
や
慣
習
を
重
視
す
る
考
え
方
）
で
あ

り
、
た
と
え
ば
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
に
お
い
て
は
、
「
正
、
不
正
の
区
別
そ
の
も
の
は
、
単
な
る
人
間
の
想
定
、
人
間
の
約
束
事
に
す
ぎ
な

（
9
）ど
。
「
自
然
の
発
見
、
あ
る
い
は
自
然
と
約
束
事
の
基
本
的
区
別
の
発
見
は
、
自
然
的
正
義
の
出
現
の
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
る
．
し
か

42



レオ・シュトラウスの政治哲学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

し
、
十
分
条
件
で
は
な
い
．
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
正
は
約
束
事
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
。
彼
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
自
然
的
正
義
の
創
始
者

だ
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
正
義
に
共
通
の
基
準
を
求
め
た
か
ら
で
あ
る
．
「
自
然
的
正
義
が
存
在
す
る
た
め
に
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

な
の
は
、
正
常
な
人
間
な
ら
誰
で
も
正
義
の
原
則
に
関
し
て
同
意
す
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
．
」

　
こ
の
場
合
、
自
然
的
正
義
は
必
ず
し
も
法
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
．
と
い
う
の
は
、
法
は
自
然
よ
り
も
む
し
ろ
慣
習
と
結
び
つ
き
、

時
と
所
に
よ
っ
て
違
う
．
「
法
は
そ
れ
自
体
、
何
か
自
己
矛
盾
的
な
も
の
と
し
て
現
れ
て
く
る
．
一
方
に
お
い
て
、
法
は
自
ら
を
何
か
本

質
的
に
善
き
も
の
、
高
貴
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
．
す
な
わ
ち
、
国
家
や
そ
の
他
す
べ
て
の
も
の
を
救
う
の
は
法
で
あ
る
と
主
張
す

る
。
他
方
に
お
い
て
、
法
は
共
通
の
意
見
や
国
家
す
な
わ
ち
多
数
の
市
民
の
決
定
と
し
て
現
れ
る
．
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
法
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

決
し
て
本
質
的
に
善
き
も
の
、
高
貴
な
も
の
で
は
な
い
。
」
し
た
が
っ
て
．
法
に
は
自
然
的
、
す
な
わ
ち
普
遍
的
な
部
分
と
、
慣
習
的
な
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
法
は
、
そ
れ
が
共
通
善
に
貢
献
す
る
限
り
に
お
い
て
正
し
い
」
．
し
か
し
、
共
通
善
と
は
コ
つ
の
集

　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

合
体
の
利
己
的
利
害
」
な
の
だ
か
ら
、
共
通
善
は
必
ず
し
も
正
義
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
プ
ラ
ト
ン
が
自
然
的
正
義
の
存
在
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
彼
は
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
教
説
を
善
と
快
と
の
同
一
論
と

し
て
斥
け
た
。
と
い
う
の
は
、
快
楽
主
義
は
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
形
態
で
あ
り
、
感
覚
に
善
の
基
盤
を
求
め
て
い
る
。
「
第

一
の
快
は
肉
体
の
快
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
自
分
自
身
の
肉
体
の
快
の
こ
と
で
あ
る
．
す
べ
て
の
人
は
本
性
上
た
だ
自
分
自
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
善
を
求
め
る
。
他
人
の
善
に
対
す
る
配
慮
は
す
べ
て
派
生
的
な
こ
と
で
あ
る
。
」

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
自
然
的
正
義
の
内
容
と
し
て
理
解
し
て
い
る
の
は
、
平
等
主
義
的
な
自
然
的
正
義
で
あ
る
．
こ

れ
は
、
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
自
由
で
平
等
で
あ
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
そ
の
内
実
は
、
「
も
し
す
べ
て
の
人
間
が
本

性
的
に
自
由
か
つ
平
等
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
人
間
を
も
不
自
由
あ
る
い
は
不
平
等
な
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
自
然
に
反
す
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

あ
る
．
自
然
的
な
自
由
あ
る
い
は
平
等
の
保
護
な
い
し
回
復
は
自
然
権
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
．
こ
れ
は
、
ソ

ク
ラ
テ
ス
以
降
の
古
典
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
考
え
方
だ
と
い
う
．
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で
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
古
典
的
自
然
権
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
．
そ
の
非
平
等
主
義
的
な
含
意
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が

問
題
に
な
る
．
彼
が
古
典
的
自
然
法
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ス
ト

ァ
派
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
（
と
く
に
は
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
）
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
、
お
よ
び
古
典
的
自
然
権
に
お
い
て
ピ
ュ
シ
ス
と
ノ
モ
ス
の
区
別
は
温
存
さ
れ
て
お
り
、
「
彼
ら
は
そ
の
よ
う
な
区
別
を
、

真
正
の
徳
と
政
治
的
な
し
い
通
俗
的
な
徳
と
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
保
存
す
る
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
の
最
善
政
体
の
特
徴
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

諸
制
度
は
、
〈
自
然
と
一
致
し
た
も
の
〉
で
あ
り
、
〈
習
慣
や
慣
習
に
反
す
る
も
の
〉
で
あ
る
」
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
自
然
研
究
か
ら
人
間

事
象
の
研
究
に
転
換
し
た
の
で
あ
り
、
彼
の
人
間
事
象
の
研
究
は
、
勇
気
と
は
何
か
と
か
敬
慶
さ
と
は
何
か
と
い
う
よ
う
に
、
「
～
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

何
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
追
究
し
た
の
は
善
き
生
活
で
あ
り
、
善
き
生
活
と
は

自
然
に
従
っ
た
生
活
で
あ
る
。
「
善
き
生
活
は
人
間
の
自
然
の
完
成
態
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
に
即
し
た
生
活
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

き
生
活
の
一
般
的
性
格
を
画
定
す
る
規
則
の
こ
と
を
〈
自
然
法
〉
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
」
。
こ
こ
で
い
う
人
間
の
自
然
と
は
快
楽
の

こ
と
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
当
然
な
す
べ
き
道
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
快
楽
を
追
い
求
め
る
生
活
で
は
な
く
、
徳
を
目
指
し
た
生

活
、
卓
越
性
の
生
活
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
古
典
的
理
論
家
は
道
徳
的
・
政
治
的
問
題
を
人
間
的
完
成
と
い
う
観
点
か
ら
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

た
の
で
、
彼
ら
は
平
等
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
。
」
「
人
び
と
は
、
人
間
の
完
成
と
い
う
決
定
的
な
点
で
平
等
で
な
い
の
で
、
万
人
に
と
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

て
の
平
等
な
権
利
と
い
う
の
は
、
古
典
的
理
論
家
に
は
最
も
不
当
な
こ
と
と
思
わ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
古
典
的
政
治
哲
学
に
お
い
て
最
善
政
体
が
探
究
の
対
象
と
な
る
の
は
、
こ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
徳
を
目
指
し
た
生
活
と
い
う
個
人
レ
ベ

ル
で
の
完
成
と
対
に
な
っ
て
い
る
。
最
善
政
体
と
は
善
き
人
間
の
願
望
の
対
象
で
あ
り
、
「
最
も
望
ま
し
い
も
の
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
は
実
現
可
能
な
も
の
、
地
上
に
お
い
て
実
現
可
能
で
あ
る
こ
と
を
も
意
昧
し
て
い
た
．
そ
れ
は
、
自
然
に
即
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

ま
し
い
だ
け
で
な
く
実
現
可
能
な
も
の
で
も
あ
る
」
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
可
能
だ
が
、
実
現
困
難
で
あ
り
、
一
つ
の
「
ユ

　
　
　
　
　
　
（
23
）

ー
ト
ピ
ア
」
で
あ
る
．
古
典
的
政
治
哲
学
に
お
い
て
、
最
善
政
体
は
具
体
的
に
は
、
最
善
の
人
び
と
が
支
配
す
る
政
体
、
す
な
わ
ち
貴
族
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（
2
4
）

政
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。
「
古
典
的
自
然
権
理
論
は
元
来
、
も
し
十
分
に
展
開
さ
れ
た
ら
、
最
善
政
体
論
と
同
一
で
あ
る
．
」
こ
れ
は

な
に
も
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
場
合
だ
け
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
政
治
哲
学
で
も
当
て
は
ま
る
。
と
い
う

の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
政
治
哲
学
で
は
神
の
国
が
最
善
政
体
な
の
だ
か
ら
．
し
か
し
、
最
善
政
体
は
神
の
超
人
的
行
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

れ
る
と
さ
れ
、
「
最
善
政
体
へ
の
問
い
は
そ
の
決
定
的
な
意
義
を
失
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
．

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ぽ
、
最
善
政
体
の
観
念
は
徳
や
人
問
的
完
成
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
政
治
体
制
の

下
で
生
き
れ
ば
、
人
間
は
道
徳
的
に
向
上
で
き
る
か
と
い
う
問
い
を
意
味
し
て
い
た
．
こ
の
場
合
、
人
間
的
完
成
と
い
う
動
態
に
力
点
が

置
か
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
人
間
性
と
徳
と
を
明
確
に
区
別
し
、
人
間
が
内
的
に
向
上
し
て
い
く
点
を
強
調
し
て
い
る
。
人
間

が
道
徳
的
に
向
上
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
最
善
政
体
論
は
そ
の
よ
う
な
人
間
的
完
成
と
不
可
分
で
あ
っ
た
．
古
典
的
自
然
法
に
は

テ
・
ス
（
目
的
）
が
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
が
人
間
や
社
会
の
在
り
方
を
規
定
し
て
い
た
．

　
近
代
の
自
然
権
理
論
に
お
い
て
目
的
論
的
発
想
は
消
え
失
せ
た
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
究
極
的
目
標
の
代
わ
り
に
愛
国
心
を
措
定
し
、
ホ

ッ
ブ
ズ
は
テ
ロ
ス
を
死
に
置
き
代
え
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
に
お
い
て
自
然
法
は
自
己
保
存
の
欲
求
か
ら
導
き
出
さ
れ
、
自
己
保
存
は
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

正
義
と
道
徳
の
唯
一
の
源
で
あ
る
．
「
基
本
的
道
徳
の
事
実
は
、
義
務
で
は
な
く
権
利
と
い
う
こ
と
に
な
る
．
す
べ
て
の
義
務
は
自
己
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

存
と
い
う
基
本
的
で
不
可
譲
の
権
利
か
ら
派
生
す
る
も
の
で
あ
る
．
」
・
ッ
ク
の
場
合
、
所
有
権
（
胃
8
葺
図
）
が
自
然
権
と
さ
れ
た
が
、
自
然

法
は
中
世
的
で
、
永
遠
の
規
則
と
し
て
の
神
の
意
志
で
あ
る
。
し
か
し
、
β
ッ
ク
が
自
然
権
と
し
て
措
定
し
た
所
有
権
は
、
自
然
に
働
き

か
け
、
自
然
の
一
部
を
専
有
す
る
活
動
力
で
あ
っ
た
．
ま
た
、
ホ
ッ
ブ
ズ
や
・
ッ
ク
の
場
合
、
市
民
社
会
は
自
然
権
か
ら
規
定
さ
れ
、
自

然
の
義
務
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
契
約
論
に
お
い
て
「
国
家
の
役
割
は
、
徳
の
あ
る
生
活
を
作
り
出
し
た
り
、
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

進
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
各
人
の
自
然
権
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
」
．
つ
ま
り
、
近
代
の
自
然
権
に
お
い
て
、
人
間
的
完
成
や

徳
と
の
緊
張
関
係
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
ル
ソ
ー
に
お
い
て
近
代
自
然
権
の
危
機
が
最
初
に
現
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
．
彼
の
構
想
し
た
政
治
社
会
は
、
自
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然
状
態
に
お
い
て
人
間
が
も
っ
て
い
た
自
由
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
般
意
志
へ
の
従
属
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
各
人
が
自
分
の
権
利
を
も
含
む
す
べ
て
を
共
同
体
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
「
以

前
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
社
会
に
お
い
て
も
自
由
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
人
間
は
完
全
に
〈
集
産
化
さ
れ
る
〉
か
、
あ
る
い
は
〈
脱
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

然
化
さ
れ
〉
て
し
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
つ
ま
り
、
一
般
意
志
が
自
然
権
に
取
っ
て
代
わ
り
、
人
民
の
意
志
が
普
遍
的
な
判
断
基
準
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
さ
ら
に
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
を
取
り
上
げ
、
彼
の
思
想
に
お
け
る
前
近
代
の
自
然
法
へ
の
回
帰
を
問
題
に
し
て
い

る
．
バ
ー
ク
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
批
判
者
で
あ
っ
た
し
、
思
想
的
に
は
ル
ソ
ー
の
敵
対
者
だ
っ
た
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
バ
ー
ク
に
お
け

る
理
論
と
実
践
の
相
違
に
つ
い
て
検
討
し
、
彼
が
理
論
を
軽
視
し
て
い
た
事
実
を
強
調
し
て
い
る
。
「
少
な
く
と
も
バ
ー
ク
の
理
論
と
実

践
と
の
区
別
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
そ
れ
と
は
根
底
的
に
違
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
バ
ー
ク
の
区
別
は
理
論
と
か
理
論
的
生
活
の
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

極
的
優
越
性
に
つ
い
て
の
明
確
な
信
念
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
最
善
政
体
に
関
す
る
バ
ー
ク
の
見
方
は
キ
ケ
β
に

似
て
い
て
、
彼
は
最
善
政
体
を
本
質
的
に
可
能
だ
と
し
て
い
た
．
も
っ
と
も
、
「
バ
ー
ク
が
理
想
と
す
る
体
制
は
彼
の
時
代
に
お
い
て
実

現
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
の
に
対
し
、
キ
ケ
・
は
最
善
政
体
は
過
去
に
お
い
て
は
実
現
さ
れ
て
い
た
が
も
は
や
現
実
の
も
の
で
は
な
い
と

　
（
3
1
）

考
え
た
」
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
。
バ
ー
ク
は
イ
ギ
リ
ス
の
政
体
を
理
想
と
し
、
歴
史
の
「
自
然
的
過
程
」
の
な
か
で
受
け
継
が
れ
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

た
も
の
、
す
な
わ
ち
慣
行
を
肯
定
し
た
。
ま
た
、
彼
は
「
国
家
は
〈
個
性
〉
に
関
心
を
も
た
ね
ば
な
ら
ず
、
〈
個
人
の
感
情
や
個
人
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
33
）

害
〉
に
で
き
る
限
り
最
大
限
の
配
慮
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
ー
ク
に
お
い
て
も
個
性
や
利
害
へ
の
関
心

が
徳
へ
の
関
心
を
凌
駕
し
、
普
遍
的
な
も
の
へ
の
関
心
は
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
．

　
と
こ
ろ
で
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
古
典
的
自
然
権
に
与
し
て
い
る
こ
と
、
徳
の
追
求
、
人
間
的
完
成
に
価
値
を
置
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
彼
は
、
古
代
－
近
代
の
図
式
的
対
比
の
な
か
で
自
然
権
の
観
念
を
跡
づ
け
、
古
代
の
自
然
権
の
意
味
を
再
現
し
よ
う
と
し
て

い
る
．
シ
ュ
ト
ラ
ゥ
ス
が
古
代
に
戻
る
の
は
、
普
遍
的
、
永
遠
な
る
も
の
の
認
識
を
求
め
て
で
あ
る
．
で
は
、
古
典
的
自
然
権
の
内
容
は
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と
い
う
と
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
彼
は
た
だ
自
然
権
を
主
観
的
、
個
人
主
義
的
な
内
容
か
ら
解
放
し
よ
う
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
．
彼
は
自
然
権
を
近
代
の
呪
縛
か
ら
解
き
放
ち
、
客
観
的
、
普
遍
的
な
基
準
と
し
て
定
立
し
よ
う
と
し
て
い

る
。　

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
古
代
の
自
然
権
理
論
に
戻
っ
て
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
、
徳
に
向
か
っ
て
の
人
間
の
精
神
的
向
上
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
．
近
代
の
政
治
哲
学
が
人
間
の
本
性
の
規
定
か
ら
出
発
し
た
の
と
は
反
対
に
、
人
間
の
自
然
は
陶
冶
（
窪
崔
奉
琶

し
う
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
．
そ
れ
が
文
化
（
。
巳
言
邑
の
意
味
で
あ
り
、
一
般
教
養
が
重
視
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
．
し
た
が
っ

て
、
自
然
は
内
的
自
然
、
す
な
わ
ち
人
問
本
性
の
場
合
で
も
、
何
か
固
定
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
．
ま
た
、

自
然
権
の
場
合
は
、
自
然
は
外
的
に
存
在
す
る
、
不
変
的
な
実
在
の
イ
メ
ー
ジ
で
理
解
さ
れ
、
普
遍
的
、
永
続
的
な
判
断
基
準
を
意
味
し

て
い
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
思
想
が
彼
の
古
典
解
釈
の
な
か
に
潜
ん
で
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
に
自
然
概
念
の
な
か
に
隠
さ
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
彼
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
プ
ラ
ト
ン
以
降
の
人
間
の
自
然
理
解
に
お
け
る
反
平
等
主
義
を
肯
定
し
て
い
る
．
こ
の
プ
ラ
ト

ソ
以
降
と
い
う
の
も
、
彼
に
よ
れ
ば
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
降
で
あ
り
、
彼
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ン
の
思
想
を
原
理
的
に
区
別
し
て
い
な
い
。

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
す
べ
て
の
人
間
が
完
成
に
向
か
っ
て
進
歩
す
る
自
然
本
性
を
平
等
に
具
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
〈
自
然
本
性
〉
が
〈
善
い
自
然
本
性
〉
で
あ
る
わ
け
で
も
な
い
．
す
べ
て
の
人
び
と
、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
普
通
の
人
び
と
は
徳
へ
の

資
質
を
具
え
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
他
者
に
よ
る
導
き
を
必
要
と
す
る
人
も
い
れ
ば
、
そ
れ
を
少
し
も
必
要
と
し
な
い
人
、
あ
る
い

は
ご
く
僅
か
な
程
度
に
し
か
必
要
と
し
な
い
人
も
い
る
．
そ
れ
に
加
え
て
自
然
的
資
質
の
相
違
は
と
も
か
く
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

等
の
熱
意
を
も
っ
て
徳
を
目
指
す
わ
け
で
も
な
い
」
．
こ
の
引
用
文
に
彼
自
身
の
思
想
が
現
れ
て
お
り
、
彼
が
人
間
の
自
然
的
平
等
を
二

重
の
観
点
か
ら
否
定
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
．
つ
ま
り
、
人
間
は
自
然
的
資
質
に
お
い
て
不
平
等
で
あ
る
と
と
も
に
，
徳
を
目

指
す
内
的
努
力
に
お
い
て
も
不
平
等
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
場
合
、
た
し
か
に
平
等
は
約
束
事
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
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ポ
リ
ス
と
い
う
政
治
的
空
間
に
お
い
て
対
等
者
と
し
て
の
権
利
を
市
民
に
同
じ
く
保
障
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
人

間
的
完
成
の
点
で
人
間
は
平
等
で
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
内
的
状
態
は
確
定
し
え
な
い
が
ゆ
え
に
、
道
徳
的
に
向
上
し
う
る
可
能

性
が
人
間
に
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
．

　
お
そ
ら
く
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
自
然
概
念
は
徳
の
あ
る
人
間
に
よ
る
支
配
、
知
者
の
支
配
に
つ
な
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
．
問
題
は
、

徳
の
あ
る
人
間
が
権
力
に
つ
い
て
か
ら
堕
落
し
な
い
保
証
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ド
ゥ
ル
リ
ー
が
批
判
す
る
よ
う
に
、
「
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

学
者
の
知
を
導
く
原
理
は
必
ず
し
も
ほ
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
．
彼
は
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
哲
学
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

は
二
ー
チ
ェ
の
超
人
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
」
と
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
思
想
と
二
ー
チ
ェ
の
思
想
の
親
近
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
彼
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

れ
ば
、
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
依
拠
す
る
古
代
人
は
二
ー
チ
ェ
に
よ
っ
て
変
形
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
二
ー
チ
ェ
の
思
想

的
投
影
を
見
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
不
当
と
は
い
え
な
い
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
場
合
思
想
表
現
が
は
る
か
に
間
接
的
で
あ
る
た
め
に
、
そ

の
よ
う
な
断
定
に
与
し
た
く
は
な
い
。
む
し
ろ
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
場
合
、
人
間
の
道
徳
的
向
上
と
い
う
点
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
徳
の
内
容
は
卓
越
や
人
間
的
完
成
と
い
う
古
代
ギ
リ
シ
ア
的
概
念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
い
う
哲
学
者
、
す
な
わ
ち
知

的
エ
リ
ー
ト
は
、
わ
れ
わ
れ
が
通
常
理
解
す
る
意
味
で
道
徳
的
に
優
れ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
要
請
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
．
も
ち
ろ

ん
、
民
主
体
制
に
お
い
て
も
エ
リ
ー
ト
の
指
導
と
い
う
こ
と
は
あ
る
の
だ
か
ら
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
を
反
民
主
的
と
決
め
つ
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
が
、
彼
の
思
想
が
人
間
を
優
れ
た
者
と
そ
う
で
な
い
者
に
固
定
化
す
る
志
向
性
を
も
つ
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
（
1
）
　
U
8
幹
蚕
羨
辞
さ
ミ
壕
匙
笥
＆
魯
蛛
9
§
＆
霜
涜
肺
ミ
撃
（
）
匡
畠
磯
o
”
弓
ゲ
Φ
q
三
く
①
お
詳
網
9
0
匡
S
α
q
o
b
冨
器
噸
お
q
ρ
サ
合
。
レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ

　
　
ウ
ス
著
、
塚
崎
智
・
石
崎
嘉
彦
訳
『
自
然
権
と
歴
史
』
（
昭
和
堂
、
一
九
八
八
年
）
、
五
〇
頁
．
な
お
以
下
、
本
書
か
ら
の
引
用
は
、
原
則
的
に
は
邦

　
　
訳
書
に
頼
っ
た
が
、
訳
語
な
ど
一
部
変
更
し
た
箇
所
も
あ
る
．

　
（
2
）
　
き
ミ
●
一
す
鵠
●
邦
訳
、
五
七
頁
参
照
。

　
（
3
）
　
き
＆
‘
P
o
。
一
●
邦
訳
、
九
二
頁
。

　
（
4
）
　
き
§
邦
訳
、
同
頁
。
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§識識嚢謙灘識謙嚢窪灘
サ邦邦℃邦マ冒す筥p層邦㍗マすマpp，邦p冥pマササ

o。
9
邦
訳
、
一
〇
〇
頁
参
照
．

マ
O
P
邦
訳
、
一
〇
二
ー
一
〇
三
頁
．

p
o
。
P
邦
訳
、
　
一
〇
〇
頁
．

薯
。
o。
O
ゐ
ρ
邦
訳
、
同
頁
．

p
O
9
邦
訳
、
一
〇
五
頁
．

邦
訳
、
一
〇
四
頁
．

。
o。
。
邦
訳
、

一
〇
ピ
邦
訳
、

8
ド
邦
訳
、

一
〇
9
邦
訳
、

一
〇
P
邦
訳
．

一
一
〇。
●
邦
訳
、

§
一
●
訳
邦
、

一
〇
九
頁
。

一
一
二
頁
．

一
一
三
頁
．

一
一
八
頁
．

一
二
一
－
一
二
二
頁
．

一
三
〇
頁
．

二
二
四
頁
．

邦
訳
、
二
二
五
頁
参
照
。

層
旨
S
邦
訳
、
一
四
一
頁
。

p
一
鐸
邦
訳
、
一
四
九
頁
．

b
マ
一
巽
山
錺
邦
訳
、
同
頁
。

す
品
9
邦
訳
、
一
五
三
頁
．

層
昂
P
邦
訳
．
一
五
四
頁
参
照
。

p
置
余
邦
訳
、
一
五
八
頁
．

邦
訳
、
一
五
九
頁
．

b
」
o
。
一
●
邦
訳
、
一
九
八
頁
参
照
。

邦
訳
、
同
頁
．

邦
訳
、
同
頁
．

o
』
o
。
9
邦
訳
、
二
九
五
ー
二
九
六
頁
．
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ハハヘハパ　パ　37　36　35　34　33　32　31　30

さ
ミ
、
㍗
臼
P
邦
訳
、
三
二
三
頁
．

き
＆
●
｝
層
認
い
邦
訳
、
三
三
三
頁
。

き
ミ
一
マ
階
P
邦
訳
、
三
三
〇
頁
．

き
ミ
‘
p
器
P
邦
訳
、
三
三
四
頁
．

き
§
一
マ
崔
F
邦
訳
、
一
四
九
頁
．

『
ぎ
、
o
罰
識
“
匙
籍
昏
。
。
o
、
b
s
o
Q
融
R
器
。
。
矯
b
。

㌧
ぴ
軋
評
b
．
一
〇〇
〇
・

ま
ミ
℃
b
」
o
。
一
参
照
．

お
鱒
●
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五
　
お
わ
り
に

　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
古
典
古
代
に
立
ち
戻
る
こ
と
に
目
指
そ
う
と
し
た
の
は
、
自
由
主
義
の
価
値
相
対
主
義
、
実
証
主
義
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

に
代
わ
る
普
遍
的
基
準
の
再
定
式
化
で
あ
っ
た
．
彼
は
、
そ
れ
を
自
然
権
概
念
を
政
治
哲
学
の
上
で
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
そ
う

と
し
た
．
彼
が
自
然
の
概
念
に
注
目
す
る
の
は
、
自
然
は
人
間
よ
り
以
前
か
ら
存
在
し
、
変
わ
ら
ず
に
あ
る
も
の
の
象
徴
だ
か
ら
で
あ
る
．

た
だ
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
遡
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
権
と
は
自
然
に
即
し
て
正
し
い
こ
と
だ
と
い
っ
て
も
、
プ
・
タ
ゴ
ラ
ス
の
よ
う
に
、

正
、
不
正
の
判
断
を
個
人
個
人
の
自
然
に
帰
せ
し
め
る
な
ら
、
そ
れ
は
再
び
価
値
相
対
主
義
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
．

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
自
然
と
は
決
し
て
主
観
的
な
も
の
で
は
な
く
、
相
互
主
観
的
H
客
観
的
な
も
の
で
あ
る
．

　
現
代
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
普
遍
的
な
基
準
を
唱
え
る
こ
と
の
意
義
は
、
実
定
法
が
必
ず
し
も
正
義
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
が
全
体
主
義
の
出
現
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
．
で
は
、
古
典
的
な
意
味
で
の
自
然
権
の
内
容
は
と
い
う
と
、
先
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、
明
確
で
は
な
い
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ゥ
ス
は
古
代
的
徳
と
人
間
的
完
成
に
引
照
基
準
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
．
ま
た
、

自
然
権
の
内
容
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
自
然
に
即
し
て
判
断
す
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
判
断
を
指
し
示
す
存
在
と
し
て
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政
治
哲
学
者
を
要
請
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
政
治
哲
学
復
権
の
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
叫
び
は
、
徳
の
あ
る
、
優
れ
た
人
間
の
存
在
と
結
び
つ
い
て
い
る
、
こ
の
点
で
、

彼
の
主
張
が
エ
リ
ー
ト
主
義
的
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
よ
り
、
ど
う
な
っ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
り
、
人
間
の
精
神
的
向
上
に
は
内
的
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
す
べ
て
の
人
間
が
平
等

で
あ
る
は
ず
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
古
典
古
代
へ
回
帰
し
て
見
い
だ
し
て
い
る
の
は
、
精
神
的
卓
越
性
で
あ
り
、
そ
の
営
み

と
し
て
の
政
治
哲
学
そ
の
も
の
の
意
味
で
あ
る
．

　
こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
主
張
を
実
践
的
な
要
請
に
置
き
代
え
る
と
、
徳
を
目
指
し
た
教
育
の
喚
起
と
い
う
こ
と
に
な
る
．
彼
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
般
教
養
教
育
の
必
要
性
を
説
ぎ
、
古
典
を
読
む
意
義
を
教
え
て
い
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
脈
絡
の
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
．
彼
の
作
品

自
体
が
そ
の
よ
う
な
思
想
の
表
明
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
彼
の
著
作
は
古
典
の
解
釈
か
ら
成
り
、
彼
は
古
典
を
媒
介
に
し
て
政
治
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

学
の
意
義
を
唱
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．
も
ち
ろ
ん
、
彼
の
立
場
が
保
守
的
で
あ
り
、
か
っ
貴
族
主
義
的
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
精
神
の
貴
族
主
義
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
古
典
的
政
治
哲
学
に
お
け
る
人
間
理
解
に
即
し
て
い
る
．
彼
が

古
典
古
代
を
媒
介
に
し
て
、
古
典
的
政
治
哲
学
の
解
釈
を
と
お
し
て
、
す
な
わ
ち
現
代
に
訴
え
か
け
て
い
る
の
は
、
精
神
的
卓
越
へ
の
人

格
の
陶
冶
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

　
（
1
）
　
い
8
の
貫
窪
聲
．
．
＝
げ
霞
巴
題
ぎ
畿
呂
”
且
寄
憩
9
巴
げ
ま
蔓
．
．
ゴ
b
き
ミ
9
詠
蓉
』
§
蔚
§
§
“
寂
＆
ミ
ド
マ
謡
参
照
．

　
（
2
）
　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
．
現
代
ア
メ
リ
カ
の
知
的
エ
リ
ー
ト
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
彼
は
「
ア
メ
リ
カ
保
守
主
義
の
精
神
的
教
祖
」
と
い
う
に
ふ

　
　
さ
わ
し
い
存
在
で
あ
る
（
『
ぎ
㌧
§
§
匙
』
辞
暴
亀
b
。
。
恥
讐
ミ
。
。
。
。
）
b
や
嶺
ー
ミ
参
照
）
．
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